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令和 8年試験

論 文 式 試 験 問 題

統　計　学

注 意 事 項
１  受験上の注意事項

・試験官からの注意事項の聞き漏らし／受験案内や試験室及び受験票その他に記載・掲示さ
れた注意事項の未確認等，これらを原因とした試験における不利益は自己責任になります。

・携帯電話等の通信機器や携行品の取扱いについては，試験官の指示に従ってください。
・試験開始の合図があるまで，配付物や筆記用具に触れないでください。
・問題に関する質問には，応じません。

２  不正受験や迷惑行為の禁止
・不正行為を行った場合／試験官の指示に従わない場合／周囲に迷惑をかける等，適正な試

験実施に支障を来す行為を行った場合，直ちに退室を命ずることがあります。

３  試験問題
・試験開始の合図後，直ちに頁数（全 17 頁）を調べ，不備等があれば黙って挙手し，試験官

に申し出てください。

４  答案用紙
・問題冊子の中ほどに挿入してあります。
・試験開始の合図後，直ちに頁数（全 ８ 頁）を調べ，不備等があれば黙って挙手し，試験官に

申し出てください。
・答案作成に当たっては，ボールペン又は万年筆（いずれも黒インクに限る。消しゴム等で

インクが消えるボールペンは不可。）及び修正液又は修正テープ（白色に限る。）を使用して
ください。これらのもの以外を使用した場合／答案用紙に記入した文字（数字を含
む。）の判読が困難な場合，採点されないことがあります。

・答案用紙の左上をホッチキス留めしてあります。ホッチキス留めを外した場合は，採
点されないことがあります。

５  受験番号シールの貼付
・配付後，目視で受験番号及び氏名を確認し，不備等があれば黙って挙手し，試験官に申し

出てください。
・試験開始の合図後，各答案用紙の右上の所定欄へ全頁に貼付してください。

６  試験終了後
・試験終了の合図後，直ちに筆記用具を置き，答案用紙は裏返して通路側に置いてください。
・試験官が答案用紙を集め終わり指示するまで，絶対に席を立たないでください。
・答案用紙が試験官に回収されずに手元に残っていた場合は，直ちに挙手し，試験官に申し

出てください。
　試験官に回収されない場合，いかなる理由があっても答案は採点されません。

７  試験問題（該当ある科目は法令基準等）の持ち帰り
・試験終了後，持ち帰ることができます。
　なお，中途退室する場合には，持ち出しは認めません。必要な場合は，各自の席に置いて

おきますので，試験終了後，速やかに取りに来てください。
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令和 8年論文式統計学

（統　計　学）

 第　 1 　問 （50 点）

 問題 1 　 

　ある病気について，100 人に 1 人の割合で罹患していることが分かっている。ここで，ある人 M

が無作為に選ばれてこの病気に関する検査を行ったとき，次の A1，A2，K1，K2 の事象を考える。

A1：M は罹患している

A2：M は罹患していない

K1：M の検査結果は陽性である

K2：M の検査結果は陰性である

　このとき，次の　 問 1 　及び　 問 2 　に答えなさい。なお，計算結果に端数が生じる場合，小数第

3 位を四捨五入して小数第 2 位まで答えること。

 問 1 　 この病気についてのある検査では，罹患している人のうち検査によって陽性と判定される

のは 90％であり，罹患していない人のうち検査によって陽性と判定されるのは 10％である。

　　　　このとき，次の文中の ア ～ ウ 及び カ に当てはまる最も適切な数

式， エ 及び オ に当てはまる最も適切な語句， キ に当てはまる適切

な数値を答えなさい。ここで，P（Ai  K1）は K1 が起きたときに Ai が起こる条件付確率を示

し，P（K1  Ai）は Ai が起きたときに K1 が起こる条件付確率を示す。

P（Ai  K1）と P（K1  Ai）P（Ai）（i＝ 1, 2）の関係を考える。このとき，P（K1  Ai）P（Ai）は，

P（K1  Ai）P（Ai）＝
P（K1 ∩ Ai）

ア　
 P（Ai）＝ イ … ⑴

と表せる。ここで，P（K1 ∩ Ai）は K1 と Ai が同時に起こる確率を示す。また，

P（Ai  K1）＝
P（Ai ∩ K1）

P（K1）
 … ⑵

を用いると，⑴式と⑵式より，P（Ai  K1）は，

P（Ai  K1）＝
P（K1  Ai）P（Ai）

ウ　
 … ⑶

と表せる。P（K1）が定数であることを考慮すれば，⑶式より，P（Ai  K1）と P（K1  Ai）P（Ai）

は，i＝ 1 と i＝ 2 のそれぞれの場合において エ の関係にあることが分かる。

（満点　100 点）
⎧
⎨
⎩

第 2 問とあわせ

時　間 2 時間

⎫
⎬
⎭
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　特に，事象 A1 と A2 は互いに オ であり，和事象 A1 ∪ A2＝ Ω（全事象）であるの

で，P（K1）は，P（K1  Ai）と P（Ai）を用いて，

P（K1）＝ カ … ⑷

と表せる。⑶式と⑷式を用いれば，M の検査結果が陽性であったときに，この人が罹患し

ている確率 P（A1  K1）は キ と求められる。

 問 2 　 この病気について，　 問 1 　の検査法とは異なる他の検査法がある。この検査法では，罹

患している人が検査によって陽性と判定される確率 P（K1  A1）と罹患していない人が検査に

よって陰性と判定される確率 P（K2  A2）は等しく，ある値 c（0 ＜ c ＜ 1）とする。検査のコス

トを考慮し，M の検査結果が陽性であったときに，この人が罹患している確率 P（A1  K1）を

0. 6 以上としたい。このとき，c の取り得る値の範囲を求めなさい。
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 問題 2 　 

　基準時点を 0 とする，n 種類の品目（財・サービス）についての価格指数を考える。第 i 品目

（i＝ 1，2，. . .，n）の t 時点における価格と数量をそれぞれ pti と qti と表す。
n

Σ
i＝1

 を ∑ と表すと，ラスパ

イレス価格指数 PL とパーシェ価格指数 PP は，それぞれ

PL＝
∑pti q0i

∑p0i q0i

，　　　PP＝
∑pti qti

∑p0i qti

と表される。このとき，次の　 問 1 　及び　 問 2 　に答えなさい。

 問 1 　 次の表 1 は，仮想的な 3 種類の品目の価格と数量である。

　　　　表 1 の比較時点（ t 時点）について，次の価格指数をそれぞれ求めなさい。なお，計算結果

に端数が生じる場合，小数第 4 位を四捨五入して小数第 3 位まで答えること。

⑴　ラスパイレス価格指数 PL

⑵　パーシェ価格指数 PP

 問 2 　 各品目の個別価格指数を xi＝
pti

p0i
 としたとき，次の⑴及び⑵に答えなさい。

⑴　ラスパイレス価格指数 PL は，ウェイト wi（wi ≥ 0，∑wi＝ 1）によって，加重算術平均

PL＝∑wi xi と表すことができる。このような，wi を p0i と q0i を用いて表しなさい。

⑵　パーシェ価格指数 PP は，ウェイト vi（vi ≥ 0，∑vi＝ 1）によって，加重調和平均

　PP＝
1 

∑vi xi
－1

 と表すことができる。このような，vi を pti と qti を用いて表しなさい。

表 1 ：基準時点と比較時点の 3 品目の価格・数量

A 品目（i＝ 1） B 品目（i＝ 2） C 品目（i＝ 3）

価格 数量 価格 数量 価格 数量

基準時点（ 0 時点） 200 30 5 100 3 500

比較時点（ t 時点） 300 20 10 60 5 200
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令和 8年論文式統計学

 問題 3 　 

　ある地域における小売業の全ての事業所の年間販売額（単位：百万円）の平均 μ を調査するため，

事業所を従業員規模別に表 1 の第 1 列のように 3 つのグループ i（i＝ 1, 2, 3）に分類し，各グループ i

からそれぞれ独立に大きさ ni の標本を非復元無作為抽出することとした。グループ i の母集団の大きさ

Ni と標準偏差 σi は事前の情報により，表 1 のように既知であるものとする。このとき，以下の　 問 1 　

～　 問 3 　に答えなさい。ただし，グループ i の標本平均 Xi の有限母集団修正を考慮した分散が

V（Xi）＝
Ni－ ni

Ni－ 1 ・ σi
2

ni
 であることを用いること。

 問 1 　 母集団の値を推測するために，母集団を複数のグループに分割し，各グループから独立に

標本を無作為抽出する標本抽出方法の名称を答えなさい。

 問 2 　 この地域の事業所の総数を N（＝ N1＋ N2＋ N3）とする。母集団を表 1 のように複数のグ

ループに分割したときの年間販売額の母平均 μ の不偏推定量 μ^＝
3

Σ
i＝1

  Ni

N Xi の分散 V（μ^）を，

N，Ni，ni，σi
2（i＝ 1，2，3）を用いて表しなさい。

 問 3 　 標本全体の大きさ（各グループの標本の大きさの合計）を 1000 とするとき，次の⑴及び⑵

に答えなさい。

⑴　グループ 3 については，全ての事業所を調査することとし（n3＝ 200），残りの大きさ

８00（＝ n1＋ n2）の標本については，推定量 μ^ の分散を小さくするためネイマン配分（各グ

ループの標本の大きさを，各グループの母集団の大きさと標準偏差の積である Ni σi に比

例して配分する方法）を行う。このとき，表 1 を利用してグループ 1 とグループ 2 の標本

の大きさを求めなさい。なお，計算結果に端数が生じる場合，小数第 1 位を切り上げて整

数値で答えること。

⑵　⑴のときの μ^ の分散を　 問 2 　の結果を用いて求めなさい。なお，計算結果に端数が

生じる場合，小数第 3 位を四捨五入して小数第 2 位まで答えること。

表 1 ：従業員規模別の母集団の情報

グループ
i 従業員規模 事業所数

Ni

年間販売額の
標準偏差（百万円）

σi

グループ 1 1 ～ 9 人 3000 20

グループ 2 10 ～ 49 人 1８00 100

グループ 3 50 人以上 200 5000

合計 5000
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令和 8年論文式統計学

（統　計　学）

 第　 2 　問 （50 点）

 問題 1 　 

　次の表 1 は，日本公認会計士協会「経営研究調査会研究資料 10 号～ 12 号」より，粉飾決算の手口別

の推移の中の，2019 年 3 月期から 2025 年 3 月期の財務諸表の不正な表示の件数を示したものであ

る。このとき，以下の　 問 1 　～　 問 3 　に答えなさい。

 問 1 　 2019 年 3 月期を t＝ 1 ，2025 年 3 月期を t＝ T＝ 7 とし，t 期の財務諸表の不正な表示の

件数を xt（t＝ 1，2，. . .，T）とする。このとき，次の⑴～⑶に答えなさい。なお，計算結果に

端数が生じる場合，小数第 4 位を四捨五入して小数第 3 位まで答えること。

⑴　表 1 のデータを用いて，xt の標本平均を求めなさい。

⑵　xt がパラメータ λ の独立で同一なポアソン分布に従うと仮定する。ただし，ポアソン分

布の確率関数は，p（xt  λ）＝ e－λλxt

xt !
（xt＝ 0，1，. . .）である。また，D＝｛ x1，x2，. . .，xT ｝をデー

タとすると，尤度関数は L（D  λ）＝
T

Π
t＝1

p（xt  λ）で表せる。ここで，Πは積記号を表し， 

　
n

Π
i＝1

ai＝ a1× a2×…× an である。この場合の尤度関数 L（D  λ）をポアソン分布の確率関数

を代入して表しなさい。なお，xt に値を代入する必要はない。

⑶　表 1 のデータを用いて，λ の最尤推定量 λ^ の推定値を求めなさい。

（満点　100 点）
⎧
⎨
⎩

第 1 問とあわせ

時　間 2 時間

⎫
⎬
⎭

表 1 ：財務諸表の不正な表示の件数

2019 年
3 月期

2020 年
3 月期

2021 年
3 月期

2022 年
3 月期

2023 年
3 月期

2024 年
3 月期

2025 年
3 月期

3 0 0 0 4 2 0

資料：日本公認会計士協会「経営研究調査会研究資料 10 号～ 12 号」
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 問 2 　 　 問 1  のパラメータ λ のベイズ推定を考える。π（λ）を λ の事前分布，π（λ  D）を λ の事

後分布とすると，事後分布はベイズの定理によって，π（λ  D）∝ π（λ）L（D  λ）と表せる。こ

こで，∝は比例することを表し，k を任意の定数としたとき，f（x）＝ kg（x）ならば，

f（x）∝ g（x）と表す記号である。また，事前分布と事後分布が同じ分布族に属する事前分布の

ことを自然共役事前分布という。このとき，次の⑴及び⑵に答えなさい。

⑴　以下の⒜～⒞から λ の自然共役事前分布を記号で 1 つ選びなさい。ただし，以下では，

確率変数 X が θ をパラメータとする確率分布 G に従うことを X ~ G（θ）と記述し，f（x  θ）

は θ をパラメータとする確率変数 X の確率密度関数を表している。また，⒜～⒞におい

て，x ＞ 0 である。

⒜　指数分布：X ~ Exp（μ）

f（x  μ）＝ μe－μx

⒝　χ2 分布：X ~ χ2（ν）

f（x  ν）＝（1/2）ν/2

Γ（ν/2）x ν/2－1e－x/2

⒞　ガンマ分布：X ~ Ga（α，β）

f（x  α，β）＝ β α

Γ（α）x α－1e－βx

　ここで，Γ（α）はガンマ関数を表し，Γ（α）＝ 0

∞
t α－1e－tdt である。また，これらの分布の

間には，X ~ Ga（1，μ）ならば，X ~ Exp（μ），X ~ Ga  ν
2 ，1

2  ならば，X ~ χ2（ν），X ~ χ2 (2) な

らば，X ~ Exp  1
2  ，X ~ Exp(1) ならば， X

μ
 ~ Exp（μ），X ~ χ2（2α）ならば， X

2 β  ~ Ga（α，β）

という関係がある。

⑵　⑴で選んだ自然共役事前分布を事前分布としたとき，事後分布 π（λ  D）を導出しなさ

い。ただし，導出過程も記述すること。
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令和 8年論文式統計学

 問 3 　 事前分布のパラメータをハイパー・パラメータと呼ぶ。　 問 2 　⑴で事前分布に⒜ 指数

分布を選択した場合には μ＝ 1，⒝ χ2 分布を選択した場合には ν＝ 1，⒞ ガンマ分布を選

択した場合には α＝ 1，β＝ 1 とハイパー・パラメータを設定し，次の⑴及び⑵に答えなさ

い。

⑴　問題冊子後半に掲載した参考資料の分布表を利用して，　 問 1 　のパラメータ λ の

95 ％ 事後信用区間を　 問 2 　⑵を用いて求めなさい。ただし，95 ％ 事後信用区間とは，

パラメータ λ が事後分布において 95 ％ の確率で存在する区間の総称であり，この問題で

は，0

a
π（λ  D）dλ＝ b

∞
π（λ  D）dλ＝ 0. 025 を満たす区間［a，b］とする。なお，計算結果に

端数が生じる場合，小数第 4 位を四捨五入して小数第 3 位まで答えること。

⑵　⑴の 95 ％ 事後信用区間［a，b］と　 問 1 　⑶の最尤推定値 λ^ との大小関係を求め，それ

らの位置関係にどのような特徴があるかを述べなさい。
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 問題 2 　 

　次の表 1 は，厚生労働省「賃金構造基本統計調査」（令和 6 年）に基づく 16 業種（n＝ 16）の産業別男女

別の正社員・正職員の賃金である。業種 i における男性の賃金を Xi，女性の賃金を Yi で表す。この

とき，μX を男性の賃金の平均，μY を女性の賃金の平均，σX
2 を男性の賃金の分散，σY

2 を女性の賃金

の分散，ρ を男性の賃金と女性の賃金の相関係数として，（Xi，Yi）（i＝ 1，2，. . .，n）が 2 変量正規分布

N  に従うとする。そして，X と Y をそれぞれの標本平均，Sxx＝
n

Σ
i＝1

 （Xi－ X ）2，

Syy＝
n

Σ
i＝1

 （Yi－ Y ）2，Sxy＝
n

Σ
i＝1

 （Xi－ X ）（Yi－ Y ）とする。このとき，以下の　 問 1 　～　 問 3 　に答

えなさい。

表 1 ：産業別男女別の正社員・正職員の賃金（単位：千円）

業種 男 女

鉱業，採石業，砂利採取業 37８. 7 324. 4

建設業 36８. 7 2８1. 2

製造業 354. ８ 262. ８

電気・ガス・熱供給・水道業 460. 6 369. 0

情報通信業 421. 5 345. 4

運輸業，郵便業 320. 6 2８4. 5

卸売業，小売業 402. 5 296. 7

金融業，保険業 521. 5 331. 1

不動産業，物品賃貸業 435. 3 30８. 3

学術研究，専門・技術サービス業 443. 7 333. 7

宿泊業，飲食サービス業 319. 5 25８. ８

生活関連サービス業，娯楽業 341. 1 271. 2

教育，学習支援業 445. 5 340. 5

医療，福祉 379. 0 290. 7

複合サービス事業 364. 2 2８5. ８

サービス業（他に分類されないもの） 332. 4 274. 3

資料：厚生労働省「賃金構造基本統計調査」（令和 6 年）
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 問 1 　 次の⑴及び⑵に答えなさい。

⑴　相関係数 ρ の推定量を ρ^ としたとき，ρ^ を Sxx，Syy，Sxy を用いて表しなさい。

⑵　表 1 から計算された Sxx＝ 49390. 02，Syy＝ 164８0. 32，Sxy＝ 23374. 05 を用いて，相関

係数 ρ の推定値を求めなさい。なお，計算結果で端数が生じる場合，小数第 4 位を四捨

五入して小数第 3 位まで答えること。

 問 2 　 Yi＝ α＋ βXi＋ εi としたとき，β の最小 2 乗推定量を β^とすると，  

である。また，εi の分散を σ 2，その推定量を σ^ 2 とすると，

である。ただし，α^ は α の最小 2 乗推定量である。このとき，次の⑴～⑷に答えなさい。

⑴　β^ を Sxx，Sxy を用いて表しなさい。

⑵　β^ を ρ^，Sxx，Syy を用いて表しなさい。

⑶　
n

Σ
i＝1

 （Yi－ α^－ Xi β^ ）2＝
n

Σ
i＝1

 （Yi－ Y－（Xi－ X）β^ ）2 であることを利用して，σ^ 2 を n，Sxx，

Syy，Sxy を用いて表しなさい。

⑷　σ^ 2 を ρ^，n，Syy を用いて表しなさい。

 問 3 　 　 問 1 　及び　 問 2 　の結果を用いて，次の⑴～⑶に答えなさい。

⑴　β^ の分散は  である。帰無仮説 H0：β＝ 0 を対立仮説 H1：β ≠ 0 に対して

検定するための検定統計量を ρ^ と n を用いて表しなさい。そして，β^ が従う確率分布を考

慮して，帰無仮説 H0：ρ＝ 0 を対立仮説 H1：ρ ≠ 0 に対して検定するための検定統計量

とそれが従う確率分布を答えなさい。

⑵　ρ に関する⑴の検定統計量の値を求めなさい。なお，計算結果で端数が生じる場合，小

数第 4 位を四捨五入して小数第 3 位まで答えること。

⑶　ρ に関する⑴及び⑵で求めた検定統計量とその値を用いて，有意水準 5 ％ で検定を行

いなさい。解答に当たっては，棄却域を示し，検定の結論を述べなさい。
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 問題 3 　 

　ベンフォードの法則とは，帳簿などに記載された数値データの先頭の桁の数が一様には分布せず，

その数が大きくなるほど出現率が低くなるという性質を定式化したものである。ベンフォードの法則

によると，先頭の桁の数が大きくなるほどその出現率は下がる傾向にある。しかし，決裁基準などの

上限を回避しようとする作為が働くと，上限に近い数値が多用され，この法則の示す自然な減少傾向

とは異なることがある。ベンフォードの法則は，会計監査において不正処理の兆候を把握するために

活用されている。

　ある企業では「 1 件 10 万円以上の交際費は社長の決裁が必要である」という規定が存在する。監査

担当者は，この規定を回避する目的で，1 件の交際費が 10 万円以上であった場合，領収書を 2 件に

分割して，規定の上限に近い 9 万円台の領収書と残りの金額の領収書を提出する不正処理が行われて

いる可能性を疑っている。そこで，2025 年度の交際費領収書全てについて，金額の先頭の桁の数を

確認したところ，次の表 1 が得られた。

　このとき，以下の　 問 1 　～　 問 4 　に答えなさい。なお，計算結果に端数が生じる場合，小数第

4 位を四捨五入して小数第 3 位までの値を求めなさい。

 問 1 　 ベンフォードの法則では，先頭の桁の数が d である確率は，P（d）＝ log10 1＋ 1
d  で与え

られる。先頭の桁が「 9 」である確率と先頭の桁が「 9 」以外である確率を，以下の＜線形補間

の例＞を参考にして求めなさい。なお，先頭の桁が「 9 」以外である確率は，先頭の桁が「 9 」

である事象の余事象の確率として求めなさい。

＜線形補間の例＞

　問題冊子の後半に掲載した参考資料の常用対数の表に存在しない「1. 143」の常用対数の値

を求める場合，常用対数の表にある log10 1. 2 と log10 1. 1 の数値の間を直線で結んで，途中

の値を推測する。まず，1＋ 1
d  の値を求めるとき，小数第 4 位を四捨五入して小数第 3 位

までの値を用いる。このとき，1. 143 は 0. 1 幅の区間において 1. 1 から 0. 043 だけ進んだ値

（位置の割合として 0. 43）である。対数の値も，差分（log10 1. 2－ log10 1. 1）のうち 0. 43 だけ

増えるとみなして足し合わせると，次のように常用対数の表に存在しない「1. 143」の常用対

数の値が求められる。

　　　log10 1. 143 ≈ log10 1. 1＋（log10 1. 2－ log10 1. 1）× 0. 43

 ＝ 0. 0414＋（0. 0792－ 0. 0414）× 0. 43＝ 0. 0576 ≈ 0. 05８

表 1 ：2025 年度本社・本社以外区分別交際費領収書の枚数

区　分 総　数 先頭の桁が
「 9 」

先頭の桁が
「 9 」以外

本社 240 21 219

本社以外 104 6 9８
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 問 2 　 表 1 に基づいて，ある企業を本社と本社以外の 2 区分に分け，交際費領収書の金額の先頭

の桁が「 9 」であるのか，又は「 9 」以外であるのかについて，帰無仮説 H0 を「領収書の枚数

分布は理論分布に従っている」とし，対立仮説 H1 を「領収書の枚数分布は理論分布に従って

いない」と設定する。これらの仮説を，表 1 に基づいて，本社と本社以外に分けて，有意水

準 5 ％ で χ2 適合度検定を実施し，検定の詳細（検定統計量，棄却域，結論）について説明し

なさい。ここでは，交際費に少額の領収書が含まれていないことによる分布への影響は無視

できるものと仮定する。なお，理論分布は　 問 1 　で求めた値を使用すること。

 問 3 　 　 問 2 　において帰無仮説を棄却しなかった場合を想定する。このとき，帰無仮説を正し

いと結論付けてよいのか否かについて，「帰無仮説は正しいと結論付けてよい」又は「帰無仮

説は正しいと結論付けられない」のいずれかを答え，その理由を簡潔に一文で説明しなさい。

 問 4 　 社員 A と社員 B の 2 名に対して不正処理が疑われている。2025 年度において，社員 A

の領収書は 7 枚で，うち 1 枚の先頭の桁が「 9 」であり，社員 B の領収書は 6 枚で，うち 2

枚の先頭の桁が「 9 」であった。なお，「 9 」は全て万円単位の桁の数であった。このようにサ

ンプルサイズが小さい場合，　 問 2 　の χ2 適合度検定を用いると近似誤差が大きくなるた

め，用いることは適切でない。近似を用いず，二項分布を用いて理論的な発生確率を計算す

る方法によって，観測された事象（又はそれ以上に極端な事象）が偶然に発生する確率を求

め，有意水準 5 ％ で社員 A と社員 B のそれぞれに対して不正処理の疑いを検定しなさい。

なお，理論分布は　 問 1 　で求めた値を使用すること。
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